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第 3章 従業員調査の集計結果

回答者の概要

性別構成

年代別構成

調査上の分類

男性

66.2%

女性

32.5%

無回答

1.3%

性別(N=934)

20代
6.1%

30代
18.8%

40代
26.1%

50代
23.6%

60代
20.4%

70代
0.5%

無回答

4.4%

年齢(N=934)

45歳未満
39.5%

45歳以上定年未
満

38.4%

定年後の継続雇

用
21.9%

無回答

0.1%

調査上の分類(N=934)
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家計中心者

配偶者の有無

勤務先の主要事業内容

配偶者あり

64.5%

配偶者なし

33.4%

無回答

2.1%

配偶者の有無(N=934)

あなた自身

70.2%

配偶者

10.3%

子ども

0.2%

親

4.4%

兄弟姉妹

0.1%

あなた自身と家族

の双方

12.7%

無回答

2.0%

家計中心者(N=934)

建設業

7.2%

製造業

11.7%

情報通信業

3.4%

運輸業

3.7%

卸売・小売業

11.9%

金融・保険業

4.9%

不動産業

1.5%飲食店、宿泊業

0.2%

医療、福祉

19.8%

教育、学習支援業

5.1%

サービス業

15.7%

その他

12.6%

無回答

2.8%

主要事業内容(N=934)
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労働組合の有無

高年齢者の雇用継続について

高年齢者雇用確保措置に関する知識

継続雇用制度の対象者を限定できる仕組み

の廃止

有り（加入）

18.7%

有り（非加入）

11.0%

無し

57.2%

無回答

13.1%

労働組合(N=934)

賛成

55.5%

反対

9.0%

どちらとも言えな

い
34.8%

無回答

0.7%

継続雇用者を限定できる仕組みの廃止に

ついて(N=934)

内容もよく知って

いた

9.6%

だいたい知ってい

た

52.5%

あまり知らなかっ

た

25.3%

知らなかった

11.7%

無回答

1.0%

「高年齢者雇用確保措置」について(N=934)
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指針による継続雇用の義務付けの例外

＜例外を定める指針に対する賛否の理由(抜粋)＞ 

 

〔賛成〕 

・心身の故障のため業務の遂行に堪えない者等に対してまで継続雇用を義務付けするのは、企業

にとって負担となると思われる。 

・企業が賃金を払うには、一定以上のパフォーマンスを期待せざるを得ないと思われます。 

・高年齢者の雇用確保には賛成するが、例外指針がないと、労働力の提供がない従業員をかかえ

ることになりかねない。 

・すべての高年齢者が優秀で、スキルを持っているわけではない。働く意欲があり、心身共に健

康な方のみ、再雇用すればよいと思う。 

・指針が妥当なものであれば良いと思います。例外が出てしまうのはやむを得ないと考えます。 

・他の法律で生活を守ってあげることが可能ならば。 

 

〔反対〕 

・事業者の主観で業務遂行に「堪えない者」と不当に判断される可能性があるため。 

・片方で義務付けるとしながら、例外をもうけることは信義に反する。また、企業はこれを逆手

に取り、無理やり理由を付けて、高年齢者を排除する動きにつながりかねない。 

・年金支給までの空白期間を作らないため。 

 

〔どちらとも言えない〕 

・実際に「例外とする取扱い」の内容が不明であるため判断がつかない。 

・心身の故障があっても生活（収入）のために働く必要がある人がいる。雇用する側からは例外

も必要なので、どちらとも言えない。 

・年金支給開始年齢の引き上げもあるので、継続雇用の義務付けの例外とするのは、どうかと思

います。 

・例外にあたる方々が、働きたいと思っても、継続雇用しない、ということになりましたら、例

外の方々が可哀そう。しかし、例外にあたるということは、それなりの理由があるということ

だと思うので、どちらとも言えません。 

 

 

 

 

 

 

賛成

54.7%

反対

7.7%

どちらとも言えな

い

35.9%

無回答

1.7%

指針による継続雇用の義務付けの例外について
(N=934)
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高年齢雇用確保策の拡充と若年者雇用

そう思う

32.4%

そうは思わない

37.3%

どちらとも言えな

い

29.7%

無回答

0.6%

若年者の雇用に悪影響を与えるか(N=934)

32.4

42.1

39.8

34.4

30.5

25.1

20.0

37.3

35.1

33.5

34.0

40.5

42.9

40.0

29.7

22.8

26.7

31.6

29.1

31.9

40.0

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体(n=934)

20代(n=57)

30代(n=176)

40代(n=244)

50代(n=220)

60代(n=191)

70代(n=5)

若年者の雇用に悪影響を与えるか

(年代別)

そう思う そうは思わない どちらとも言えない 無回答
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いつまで働きたいか

働いていて感じていること

定年前に辞めた

い

8.4%

定年まで働きたい

16.1%

年金受給開始ま

で働きたい

31.3%

身体の許す限り働

きたい

43.4%

無回答

1.0%

いつまで働きたいか(N=934)

58.7

40.4

59.4

18.3

16.6

10.4

12.4

17.1

10.6

13.3

7.1

4.5

10.6

27.3

27.8

26.1

23.6

19.3

15.2

25.7

37.7

19.4

22.6

15.2

9.6

28.6

7.8

18.3

9.1

31.0

36.4

37.3

36.9

27.5

35.1

33.2

37.5

37.2

33.7

4.6

11.9

3.5

25.4

26.1

35.8

23.2

16.3

33.7

29.6

39.1

47.4

25.8

1.6

1.6

1.8

1.7

1.6

1.4

1.7

1.4

1.2

1.4

1.2

1.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賃金が上がらないかもしれない

賃金が引き下げられるかもしれない

将来必要となるお金の準備が出来るか不安

自分に向かない仕事（職場）に配属されるかもしれない

会社から不用と判断され、失業するかもしれない

会社が倒産し、失業するかもしれない

忙しくて、仕事に必要なスキルアップが出来ない

新しい知識・技能の習得に難しさを感じている

仕事が原因で心の病になるかもしれない

仕事が原因で身体を壊すかもしれない

職場の人間関係が悪く、心が安らかでない

職場でいじめ・いやがらせに遭うかもしれない

体力的に続けられるか不安

働いていて感じている事
(n=934)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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5.1賃金が上がらない

5.2 賃金が引き下げられる

5.3 将来必要なお金の準備が不安

5.4 向かない仕事に配属されるかも 

5.5 会社から不用と判断される失業危機感 

5.6 会社の倒産による失業危機感

5.7 スキルアップ出来ない

5.8 知識・技能の習得が難しい
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5.9 仕事が原因で心の病になるかも

5.10 仕事が原因で身体を壊すかも

5.11 人間関係が悪く、心が安らかでない

5.12  職場でいじめ・いやがらせに遭うかも

5.13 体力的に続けられるか不安 
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定年後の継続雇用者についてどう感じているか

6.1 高い技能・技術を持っている

6.2 豊富な経験・人脈を持っている

16.8

21.8

11.3

14.0

12.6

12.6

9.2

16.6

18.1

41.5

44.0

37.1

43.7

41.2

29.7

29.1

41.3

35.3

21.4

15.5

29.1

23.1

26.0

35.6

37.9

24.2

26.9

9.6

7.8

11.8

8.5

9.3

11.3

13.2

7.1

9.1

10.7

10.9

10.7

10.7

10.9

10.9

10.6

10.7

10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い技能・技術を持っている

豊富な経験・人脈を持っている

技術・知識・ノウハウを次世代に継承している

年齢を感じさせず、精力的に働いている

職場の融和に役立っている

柔軟な思考・態度が期待できない

迅速な判断が期待できない

体力面での衰えを感じる

新しい知識・技能の取得をしない

定年後の継続雇用者についてどう感じているか
(n=728)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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6.3 技術・知識・ノウハウを次世代に継承している 

6.4 年齢を感じさせず、精力的に働いている 

6.5 職場の融和に役立っている

6.6 柔軟な思考・態度が期待できない

6.7 迅速な判断が期待できない

6.8 体力面での衰えを感じる

6.9 新しい知識・技能の取得をしない



59 

定年後の継続雇用や高年齢従業員向けの取り組みについての要望

7.1 希望者全員を例外なく継続雇用すること 

7.2

16.2

13.4

17.3

28.7

24.8

21.7

23.4

16.2

7.8

41.5

53.5

51.3

54.9

42.3

47.1

49.9

43.2

30.6

27.6

18.4

18.7

5.3

20.1

18.9

12.5

24.5

38.4

3.9

3.9

1.9

0.3

1.9

1.4

3.6

5.6

12.5

10.9

10.9

10.9

10.9

10.9

10.9

10.6

10.6

10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望者全員を例外なく継続雇用すること

例外的に継続雇用しない場合を定め、

希望者から継続雇用者を決定すること

子会社・グループ企業ではなく、

現在勤めている企業において継続雇用すること

これまでに培った技能・技術・ノウハウが活かせるように、

継続雇用者の配置に配慮すること

継続雇用者の賃金水準を向上すること

担当する仕事の内容や、仕事での実績に見合う形で、

継続雇用者の処遇に差をつけること

継続雇用者に短時間勤務やフレックスタイム、在宅勤務など、

多様な勤務形態を認めること

退職準備プログラム・生涯設計セミナーなどを充実すること

転職や独立開業の支援を充実すること

定年後の継続雇用や高年齢従業員向けの取り組みについての要望
(n=359)

とても望んでいる 望んでいる あまり望んでいない 全く望んでいない 無回答
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7.3 現在勤続企業での継続雇用

7.4 継続雇用者の配置への配慮

7.5 継続雇用者の賃金水準向上

 

7.6  継続雇用者の処遇に差をつけること

 

7.7 多様な勤務形態を認めること 

 

7.8 退職準備プログラム・生涯設計セミナーの充実 
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7.9 転職・独立開業の支援充実

 

定年後に継続雇用で働こうと思った理由

＜「その他」の具体的な記述内容(抜粋)＞ 

・妻の勧め 

・家にいても、やる事がない。 

・仕事が面白い 

69.3%

9.8%

30.2%

16.1%

17.1%

29.3%

18.0%

36.1%

13.2%

20.0%

4.4%

5.4%

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

生計の維持のため

仕事を通じて自分を成長させたい

社会とのつながりがほしい

自分の自由になるお金がほしい

能力や技術・資格を活かしたい

将来に備え蓄えたい

培ったノウハウを次代に継承したい

健康の維持のため

時間に余裕がある

会社から頼まれたから

その他

無回答

継続雇用で働こうと思った理由(N=205 3つまで回答)
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継続雇用制度による労働上限年齢、労働上限年数

労働上限年齢

 

労働上限年数

歳まで継続雇用される見込み

必ず継続されると

思う
28.8%

おそらく継続され

ると思う
55.1%

継続されないかも

しれない
6.3%

継続されないと思

う
1.0%

無回答

8.8%

65歳まで継続雇用されると思いますか
(N=205)

1年間以上3年間
未満

5.9%

3年間以上5年間
未満

5.9%

5年間以上10年間
未満

28.8%

10年間以上
1.0%

無回答

58.5%

何年間働けますか(N=205)

65歳
64.9%

64歳
2.0%

70歳
10.7%

その他

3.9%

無回答

18.5%

何歳まで働けますか
(N=205)
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継続雇用後の職種について

継続雇用後に取得できる休暇

定年時と同一職種

を継続

75.1%

定年時とは異なる

職種

9.3%

上記のどちらとも

言えない

9.3%

その他

0.5%
無回答

5.9%

継続雇用後の職種について(N=205)

68.8%

74.6%

42.0%

36.1%

8.8%

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

夏季休暇

慶弔休暇

介護休暇

その他

無回答

継続雇用後に取得できる休暇について

(N=205  複数回答)
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定年後の継続雇用での働き方への満足

度

定年後の継続雇用での満足度（全般） 大変満足

7.3%

満足

28.3%

どちらかといえば

満足

43.9%

どちらかといえば

不満

10.7%

不満

1.5%

大変不満

0.5%

無回答

7.8%

働き方への満足度(N=205)
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定年後の継続雇用での働き方への満足度（個別項目）

2.0

5.4

7.8

5.4

3.9

3.9

2.4

5.4

13.2

33.2

42.0

31.7

28.8

24.9

21.5

30.2

28.8

37.6

29.8

47.8

43.4

32.7

47.8

45.4

37.1

12.7

9.8

7.3

14.1

22.0

18.5

9.8

8.8

4.4

2.9

1.5

2.9

6.8

2.4

1.0

4.9

1.0

2.4

1.0

1.0

3.9

2.0

2.9

5.4

5.9

5.4

5.4

5.9

5.9

5.4

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賃金

労働時間

休日・休暇

仕事の質

仕事の量

福利厚生

責任・権限

人間関係

働き方への満足度
(n=205)

大変満足 満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 大変不満 無回答
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部下・同僚として働くこと

＜「強く感じる」の具体的な記述内容(抜粋)＞ 

 

・考え方にズレがあるため。 

＜「多少感じる」の具体的な記述内容(抜粋)＞ 
 

・今まで自分の判断でやってきた事が、指示をされるようになった。 

・言葉使いが、以前より悪くなった。 

・ちょっと年をとったというだけで、突然、上下関係が逆になり、正当な意見をもっていても、

常に低姿勢でいなくてはならない。 

・している仕事は同じなのに、終った人みたいな扱いはあまり気分の良いものではない。 

強く感じる

0.5%
多少感じる

10.7%

あまり感じない

53.2%

全く感じない

17.6%

該当しない

13.2%

無回答

4.9%

部下・同僚として働くことにストレスを感じま

すか(N=205)
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継続雇用後についての考え

60.6%

60.6%

31.0%

55.5%

16.1%

25.2%

4.5%

3.9%

60.0%

53.3%

42.2%

40.0%

13.3%

28.9%

15.6%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

できるだけ仕事を続けたい

趣味で自分の好きなことをしていく

地域社会とのかかわりを持ちたい

家族との関係を中心にしたい

ボランティア活動に励みたい

特にはっきりと考えていない

その他

無回答

継続雇用後について 性別(N=205 3つまで回答)

男性 女性

61.0%

58.5%

33.2%

52.2%

15.6%

26.3%

6.8%

3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

できるだけ仕事を続けたい

趣味で自分の好きなことをしていく

地域社会とのかかわりを持ちたい

家族との関係を中心にしたい

ボランティア活動に励みたい

特にはっきりと考えていない

その他

無回答

継続雇用後について(N=205 3つまで回答)
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高年齢者の継続雇用について感じていること（自由意見欄）
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82 



83 



84 



85 



86 
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88 
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